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令和４年度 遠野西中学校区の取組の方針➡総括（概要版） 

遠野西中学校区研究員部会 

 

１ 「まちづくり指標」達成に向けて 本学区で特に課題（重点）とする【大領域・観点別】（中領域） 

国

語 

小２ 【話すこと・聞くこと】（丁寧な言葉で話す）【書く】（文や文章を正しく書く） 

小３ 【話すこと・聞くこと】（話題を決め伝える内容を選ぶ）【書く】（文や文章を正しく書く） 

小４ 【読むこと】（意見に合う資料の選択）【書く】（目的に応じて工夫して書く） 

小５ 【読むこと】（主題や構成を読み取る）【書く】（情報を選び構成を考えて書く） 

小６ 【読むこと】（要点をとらえ内容を解釈する）【書く】（情報を選び構成を考えて書く） 

中１ 【書くこと】（送り仮名を含む漢字の書き）【読むこと】（考えや感想をまとめ伝え合う） 

中２ 【書くこと】（漢字の書き）【読むこと】（考えや感想をまとめ伝え合う） 

中３ 【読むこと】（要点をとらえ内容を解釈する）（感想や考えをまとめ伝え合う） 

算

数 

・

数

学 

小２ 【数と計算】（数の構成と表し方） 【測定・データの活用】（絵や図を用いた数量の表現） 

小３ 【数と計算】（おつり・計算のくふう） 【測定・データの活用】（グラフ修正の理由） 

小４ 【数と計算】（かけ算、わり算）【測定・データの活用】（時刻、時間、表と棒グラフ） 

小５ 【数と計算】（わり算、商が正しい式）   【データの活用】（折れ線グラフ、考察） 

小６ 【図形】（平面図形の性質と面積）（三角形の面積）【変化と関係】（単位量当たり速さ） 

中１ 【図形】（平面図形）【データの活用】（起こり得る場合） 

中２ 【数と式】（方程式）【関数】比例と反比例 【図形】平面図形 

中３ 【関数】（１次関数）【数と式】（連立方程式）【データの活用】（場合の数を元にした確率） 

理

科 

小６ 【物の溶け方】（物の溶け方と水溶液の重さ）（物の種類や水の温度と溶ける量） 

中１ 【粒子】（物の温まり方や体積）（物の溶け方と水溶液の性質）【地球】（月と太陽） 

中２ 【大地の成り立ちと変化】（地震）（地層）【いろいろな生物と共通点】（生物の観察） 

中３ 【化学変化と原子・分子】（化学変化）【気象とその変化】（日本の気候） 

社

会 

小６ 【情報産業と国民生活】（固定電話の減少の様子）【わが国の国土の様子】（主な大陸と海洋の国々） 

中１ 【地理的分野】（日本国土と世界の主な国々）（都道府県の名称と位置） 

中２ 【原始から古代の日本】（歴史の流れと時代区分）（世界の古代文明と原始時代の日本） 

中３ 【日本の諸地域】（地図の見方と身近な地域）【近代の日本】明治維新と大日本帝国憲法 

英

語 

中２ 【書くこと】（適切な表現を用いて英語を書く）【話すこと】（正しく話したり発表したりする） 

中３ 【読むこと】（長文の概要や要点を読み取る）【書くこと】（適切な表現を用いて英語で書く） 

 

２ 前年度の「成果（○）と課題（●）」 

○ロイロノートを使った見通しカードの活用や、既習内容を振り返る活動を取り入れるなどの導入の工夫

によって、学習意欲の向上を図ることができた。 

 

○振り返りの視点を明確にすることによって、「どうすれば、何ができた」や「○○から○○がわかった」

など、学習の成果を実感できる振り返りができた。 

 

○自力解決の時間を十分に確保したり、学び合いの視点にそって話し合いを進める学習を継続的に行った

りすることで、自分の考えをまとめることができるようになった。 

 

●意欲向上・維持のために、教師が単元の見通しを吟味したり、提示したりしていくこと。 

 

●自分の考えをまとめたり、学び合いを充実させたりするための書く活動になるように、教師が内容や目

的を押さえ、指導していくこと。 

 

 

 

 



 

【遠野西中学校区】 

３ 今年度学力向上取組の方向性 

（１） 授業改善の２つの視点と目指す児童生徒像について 

 

「学習活動を通して、自分の考えをもち、自らの言葉で表現する児童・生徒」 

 

  視点１ 学習意欲の向上 視点２ 言語活動の充実 

中学生 

・自らの気づきや考え、学習経験から、主体

的に学習課題を見つけ、単元を通した見通

しをもちながら、進んで課題解決に取り組

もうとしている。 

・授業で分かったことやできたことなどを

振り返り、達成感をもち、次時の課題解決

への意欲をもっている。 

・自分の考えを伝えたり，友だちの考えを聞

いたりして、学びを広めたり深めたりし、よ

りよい考えにたどりつこうとしている。 

・理由や根拠を明らかにし、筋道を立てて自

分の言葉で分かりやすく書いたり伝えたり

している。  

５・６年 

・単元全体や単位時間の見通しをもち、学習

経験から学習課題を見つけ、主体的に学ぼ

うとしている。 

・授業で分かったことやできたことなど振

り返り、達成感をもち、次時への意欲をも

っている。 

・自分の考えと友だちの考えのよさに気づき、

よりよい考えにたどりつこうとしている。 

・理由や根拠を明らかにし、分かりやすく書

いたり伝えたりしている。 

 

３・４年 

・単元全体や単位時間の見通しをもち、学習

経験から学習課題を見つけ、意欲的に学ぼ

うとしている。 

・授業で分かったことやできたことなどを

振り返り、達成感をもっている。 

・自分の考えと友だちの考えをくらべて聞こ

うとし、よりよい考えにたどりつこうとし

ている。 

・伝えたいことを明らかにし、相手につたわ

るように書いたり伝えたりしている。  

１・２年 

・本時の学習課題がわかり、進んで学ぼうと

している。 

・授業で分かったことやできたことを振り

返ることができる。 

・自分の考えと友だちの考えの似ているとこ

ろ・違うところを聞こうとしている。 

・伝えたいことを考え、ことばを選んだり話

したりしている。 

 

（２）次年度の重点取組 

 ～新たな「学び」～  

  a 日常の授業での「学び」  

  b 日常の家庭学習での「学び」  

  c 長期休業の課題取組での「学び」  

 

① 視点１「学習意欲の向上」について   

   ア 導入段階において、学習意欲の向上を図るために、学習課題の設定や単元全体・単位時間の見通し 

を吟味する。（a) 

   イ 次時への意欲付けのために、内容知、方法知を使った振り返りをするなど成果を実感できる振り返

りを工夫する。（a,b) 

② 視点２「言語活動の充実」について   

 ア 言語活動の充実のために、「何を」「どのように」話し合わせるかを明確にした学び合い活動の場

を設定する。（a) 

   イ 自分の書きたいことをまとめたり根拠を明らかにして話したりするために、自力解決やまとめなど

で分かりやすく書く活動を取り入れる。（a,b） 

③ 「UAをゼロに！」について   

 ア NRT、CRTの分析を通して、児童生徒の実態を職員全員で共通理解し、弱点補強と授業改善に生かす。

（a､ｂ)   

   イ アシストシート・ＩＣＴを活用し個別最適化された課題を提示することでつまずきに対応する。（ｃ） 

４ 具体的実践（授業交流会・授業実践交流会・校内研究会等について） 
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（１）今年度の主な公開授業等 

  ① 第１回授業交流会（R04. 5.26）  遠野西中学校（国語） 

  ② 第２回授業交流会（R04.11.10）  宮 守小学校（国語） 

③ 授業実践交流会 （R04.10.26）   小 友小学校（算数） 

 

（２）実践をとおして明らかになったこと 

① 視点１ 「学習意欲の向上」について（手立ての検証） 

ア ・達成感や必然性のあるゴールを設定することにより、生徒は、見通しをもって取り組み、学習

意欲の向上につながっていた。 

・学年や単元ごとに到達させたい力を押さえつつも、実態を踏まえた授業の構想をたてることが、

子どもの意欲向上・言語活動の充実につながっていた。 

・導入の工夫として、「知らない人に説明するとしたら、自分だったらどう説明するか？」自分

事としてとらえる発問でよかった。主体的に学びに向かっていた。 

 

イ ・終末でよさを伝え認めていた。よさを全体に広めることで意欲の向上につながった。 

・ふり返りの視点を与えることが良かった。ゴールを明確に示すことにより、ふり返りやすい。 

 

② 視点２ 「言語活動の充実」について（手立ての検証） 

ア ・事前に役割を明確にし、より具体的な発問により、話し合いが活発になった。 

・学び合いのルールを分かりやすく示すことで、話し合いがしやすくなっている。 

・先生からの聞き返しもあり、自分の考えを伝えようと児童が一所懸命に取り組んでいる様子が

良かった。 

 

イ ・ワークシート（本文を書き換えたもの）による比較がとても有効であったと思う。比較させる

ことで、分かりにくい「工夫」を見つけやすくしている。 

・解決方法の見通しを明らかにしたことで、自力解決の手立てとなっていた。 

・「読む人にとって」を取り上げて扱うことで、子どもたちは書く際に相手意識・目的意識をも

って思考することができ言語活動の充実につながった。 

 

③ 「ＵＡをゼロに！」について 

ア ・夏季休業中に研究会をもち、NRTの分析を通して、生徒の実態を共通理解し、各教科で授業に反

映した。 

 

イ NRTの直前、または長期休業中の宿題として、アシストシートを活用した。 

 

５ 諸調査結果等の結果考察（児童生徒及び授業者の変容） 

（１）児童生徒が主体となる授業改善に関する指標（岩手県学習定着度状況調査における肯定的回答） 

【考察】 

 ・授業改善については、どの項目でも目標値を上回り、全体的に高い傾向にある。特に，意欲をもって

自ら進んで学ぶ児童生徒の割合や，授業内で学習を振り返っている児童生徒の割合が高いことから，

西中学区の視点１「学習意欲の向上」にかかる手立てやそれに基づいた授業改善の成果が現れている。 

 ・話し合いのルールの設定、切りかえし等により、話し合いの充実につながっている。 

 

指  標 目標値 
Ｒ４

本市 

Ｒ２ 

学区 

Ｒ３

学区 

Ｒ４ 

学区 

① 意欲を持って自ら進んで学ぼうとする児童生徒の割合 
小 84.9 84 92 95 83 

中 81.2 83 95 98 94 

② 授業で、自分の考えを深めたり広げたりしている児童生

徒の割合 

小 84.7 87 92 90 100 

中 84.0 88 92 89 94 

③ 授業内で学習を振り返っている児童生徒の割合 小 89.0 91 91 95 95 



 

【遠野西中学校区】 

中 87.0 90 98 100 97 

④ 学校の授業がよく分かる児童生徒の割合 
小 94.0 90 93 98 91 

中 81.0 79 84 86 90 

⑤ つまずきに対応した授業改善が行われていると感じて

いる児童生徒の割合 

小 89.0 88 83 95 91 

中 92.0 91 92 94 92 

⑥ 弱点を克服するための学習や発展的な学習に自ら取り

組んでいる児童生徒の割合 

小 82.0 76 61 85 92 

中 70.0 63 69 92 86 

※ この「学区」は、本中学校区のみの数値  

 

（２）学校の組織的な取組に関する指標（岩手県学習定着度状況調査における「１番回答」の割合） 

【考察】 

 ・分かりやすく書く指導を今後も意識して指導していく必要がある。 

・間違いを認める雰囲気を作ったり，児童生徒のつまずきに対応した授業改善を行ったりしている割合

は高い。これは，児童生徒の意欲の向上にも相関していると考えられる。 

・補充のための指導は各学校取り組んでいると思う。「発展的な問題」に「自ら」取り組めるよう，ICT

などを活用していく必要があると考える。 

・家庭学習について小中で連携して指導を考える機会ができた。今後、協調して指導ができると考える。 

 

指  標 目標値 
Ｒ４

本市 

Ｒ２ 

学区 

Ｒ３

学区 

Ｒ４ 

学区 

① 児童生徒が自分で調べたことや考えたことを、分かりや

すく文章に書く指導をしていますか。 

小 

中 
100 50 20 40 20 

② 児童生徒自身が、学習の成果（又は課題）を実感できる

振り返りとなっていますか。 

小 

中 
100 57 60 80 20 

③ 児童生徒の間違いを認める雰囲気を作り、その中で授業

を進めていますか。 

小 

中 
100 93 80 100 80 

④諸調査の自校の分析結果から見えた児童生徒のつまずき

に対応した授業改善を行っていますか。 

小

中 
100 79 - - 80 

⑤学校の宿題などに加え、補充のための学習や発展的な問題

に、生徒が自ら取り組める工夫をしていますか。（R03 か

ら質問項目変更） 

【参考（R02 まで）】授業内容の理解を促進する家庭学習の

課題（宿題）を、計画的に出していますか。 

小

中 
100 40 - - － 

※ この「学区」は、本中学校区のみの数値  

 

（３）学校区のアンケート等 

《視点１》「学習意欲の向上」 （５段階評価の平均値） 
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【考察】 

・導入段階での単元の見通しをしめしたこと、前時のチャレンジ問題・ゴールの明確化など導入段階の工夫

により、児童生徒の学習意欲の向上・持続が見られた。 

・振り返りの視点の与え方、Edu mallの利用・振り返りの視点の明確化・ロイロノートの活用により、次時

へつながる振り返りができるようになってきた。 

・小中ともに学習の内容がわからないとき、そのままにせず質問してようとする生徒が増えるなど、共感的

な人間関係が構築されつつある。 

 

《視点２》「言語活動の充実」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

・話し合いの視点を明確に与えたこと、思考の時間を確保したことにより、学びを深める話し合いができて

きた。 

・今後も、自分の考えをもつための時間の確保や手立てを工夫していく必要がある。 

・教師側も、書く活動や発表による言語活動を重視したと考えられる。 

６ 成果（○）と課題（●） 



 

【遠野西中学校区】 

○視点１と２において、目指す児童・生徒像を低学年・中学年・高学年・中学生と発達段階に応じて設定

したことにより、より具体的なイメージをもって指導にあたることができた。 

○導入場面において、単元の見通しを示したことやゴールを明確にすることによって、学習意欲の向上を

図ることができた。  

○話し合いの視点を明確に与えたことと思考の時間を確保したことにより、学びを深める話し合いができ

てきた。 

●話し合いのさせ方。伝えるだけでなく双方向で話す、聞くことが必要。聞く力も鍛えていく必要がある

こと。 

●複式学級における学び合いや話し合いのさせ方、預け方において、児童生徒に見通しを持たせ主体的な

学習につなげていくこと。 

 

 

７ 次年度学力向上取組の方向性 

 （１）授業改善の２つの視点と目指す児童生徒像について 

 

「学習活動を通して、自分の考えをもち、自らの言葉で表現する児童・生徒」 

 

  視点１ 学習意欲の向上 視点２ 言語活動の充実 

中学生 

・自らの気づきや考え、学習経験から、主体

的に学習課題を見つけ、単元を通した見通

しをもちながら、進んで課題解決に取り組

もうとしている。 

・授業で分かったことやできたことなどを

振り返り、達成感をもち、次時の課題解決

への意欲をもっている。 

・自分の考えを伝えたり，友だちの考えを聞

いたりして、学びを広めたり深めたりし、よ

りよい考えにたどりつこうとしている。 

・理由や根拠を明らかにし、筋道を立てて自

分の言葉で分かりやすく書いたり伝えたり

している。  

５・６年 

・単元全体や単位時間の見通しをもち、学習

経験から学習課題を見つけ、主体的に学ぼ

うとしている。 

・授業で分かったことやできたことなど振

り返り、達成感をもち、次時への意欲をも

っている。 

・自分の考えと友だちの考えのよさに気づき、

よりよい考えにたどりつこうとしている。 

・理由や根拠を明らかにし、分かりやすく書

いたり伝えたりしている。 

 

３・４年 

・単元全体や単位時間の見通しをもち、学習

経験から学習課題を見つけ、意欲的に学ぼ

うとしている。 

・授業で分かったことやできたことなどを

振り返り、達成感をもっている。 

・自分の考えと友だちの考えをくらべて聞こ

うとし、よりよい考えにたどりつこうとし

ている。 

・伝えたいことを明らかにし、相手につたわ

るように書いたり伝えたりしている。  

１・２年 

・本時の学習課題がわかり、進んで学ぼうと

している。 

・授業で分かったことやできたことを振り

返ることができる。 

・自分の考えと友だちの考えの似ているとこ

ろ・違うところを聞こうとしている。 

・伝えたいことを考え、ことばを選んだり話

したりしている。 

 

（２）次年度の重点取組 

～新たな「学び」～  

 a 日常の授業での「学び」  

b 日常の家庭学習での「学び」  

c 長期休業の課題取組での「学び」  

 

 

 

 

２月の学力向上部会で検討。 

今年度、視点１と２において、目指す児童・

生徒像を発達段階に応じて設定したことをベ

ースに、学びの連続性として、家庭学習につ

いて、小中で連携して取組む方向で検討。 


